
 

 

 

 

 

 

       平成２９年第４８回衆議院議員総選挙小選挙区の開票における 

       不適切集計について【経過報告】 

 

 

【事実発生日】 

  平成２９年１０月２２日（日）・２３日（月） 

 

【これまでの報告概要】 

１. 第４８回衆議院議員総選挙小選挙区の開票において、投票数と開票数に数百票の齟齬がある

ことが判明 

２. 開票会場に、未開封の投票箱があると考え、捜索したが見当たらず 

 ３. 開票の遅延を回避するため、齟齬分を白紙投票で処理 

 ４. １０月２３日の午前３時５分に、開票事務終了 

 ５. １０月２３日に投票箱を片付ける際に、投票済の投票用紙が入った投票箱を発見 

 ６. 既に開票事務は終了していたことから、見つかった投票済用紙を処分 

 ７. 平成３０年２月１日に、市長に上記の事実を告げる者があり、直ちに調査し事実が判明 

 ８. ２月２日に、市長から当該事実を選挙管理委員長に説明 

 ９. ２月３日に、選挙管理委員長が３人の選挙管理委員会事務局職員に事情を聞き取りし、少な 

   くとも公職選挙法に抵触する恐れがある行為であることを確認 

 10. ２月３日に、選挙管理委員会委員長より市長に事実確認したことを連絡 

 11. ２月５日に、上記３人の書記が警察署へ申述。関与した３人の職員に自宅待機の命令 

  

【その後の経過（議会、記者会見等）】 

１.２月４日に、市長から正副議長及び議会運営委員長に事件の発生について報告（１５時） 

２.２月５日に、緊急部長会議を開催し、事件の発生について報告（８時３０分） 

３. 同日  、臨時選挙管理委員会を開催し、事実の概要を報告（９時３０分） 

４. 同日  、中央選挙管理会及び滋賀県選挙管理員会へ報告（１６時３０分） 

５. 同日  、緊急部長会議を開催し、事実の概要と記者会見の実施を報告し情報を共有 

（１８時１５分） 

６. 同日  、報道機関に事実の概要とともに記者会見について発表（１８時３０分） 

７.２月６日に、議会全員協議会において事実の概要を報告（９時１０分） 

８. 同日  、事実の概要について、記者会見を実施（１６時）  
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９.２月７日に、臨時選挙管理委員会を開催し、第三者委員会の設置について協議（９時） 

10.２月１３日に、コンプライアンス研修を実施（１９時） 研修参加者数２６７名 

11.２月１４日に、選挙管理委員長から、正副議長及び監査委員事務局代表監査委員に対し、謝 

罪の文書を提出（９時） 

12.３月２日に、滋賀県選挙管理委員長に対し、謝罪（１０時） 

13.３月５日に、滋賀県選挙管理委員会への議会対応等の説明（１０時） 

14.３月６日に、総務常任委員会協議会において、選挙管理委員会の開催を報告（１３時４５分） 

15. 同日  、選挙管理委員会を開催し、第三者委員会の設置を決定（１８時） 

16.３月７日に、選挙管理委員長から市長へ、第三者委員会の設置を報告（８時３０分） 

17.３月８日に、事実確認のため、職員へ聞き取り（１３時３０分） 

18.３月９日に、議会全員協議会において、本件にかかる告発状の提出を報告（１２時４０分） 

19. 同日  、甲賀警察署に４人の選挙管理委員会事務局職員の告発状を提出（１３時） 

、同受理（１７時１０分） 

20. 同日  、告発について、記者会見を実施（２０時） 

21.３月１０日に、選挙管理委員会委員長が、神山区の区長・副区長へ謝罪（１０時） 

22.３月１３日に、開票事務従事職員１６０名アンケート調査の実施（提出期限３月１６日まで） 

 

（今後の予定） 

   ３月１６日  神山区役員会において役員の皆様へ謝罪と本件の概要について説明 

３月２２日  第１回甲賀市選挙事務不適正処理再発防止委員会（第三者委員会）の開催 

 （１３時３０分） 

  ３月２３日  区長連合会にて概要報告と謝罪 

 

以上 


